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　「次郎物語 二を 充 む r耐後 に
一

連 の ム 度 テ ス トを行ない こ

の 「1「∫後の テ ス ト得点 の 変化 か ら，訊 菖に よ る 懸 皮 の 変容

を 澗べ た。中学生50名 の Vp の 集結 は，次 の 通 りで あ る 。

　（第 1部 り 1 ）　 口 1陞 ．面 に お け る道徳的行勧傾 ［IJ の 5

蛩階評 価一 全体 と して は ， 前後テ x ト間 に 変 化 がな

い 。 しか し，次郎的な行動 で あ る問 3 （み ん なが炉則 を

破 つ て も自分 は
……） と，問 3 （い じ わ る な了で も酎 つ

て い る と きに は
……

） と は ，よ り道徳的な方向に 変容 し

1瑚 8 （お 金 を 落 して 叱られ る 時に も
……） は 逆 で あ る．＝

　（第 1 部の 2 〕 10磁の 親 の 尼 に 対す る 愛 情 硯 の ヲ 段階
u

価
一 全 体 と して は 変容が な い が，問 3 （お 民 ヲ暖一一

畩幣型），問 10 （正 木の 祖父 型 ）， 1・．7 （お 1 哩
・一

自従

刑） は ， よ り高 い 価 に 変容 して い る。もつ と も，前後

テ ス トを 道 じ て ，祖父 型 Z）譁価 の
［，iい 坦 で あ り， お 民 乏

は 低 く，お 浜型は そ の 1目劇で あ る 。

　（第U 部） 父 ， 母 ， きよ うだ い の それ ぞ れに 対す る 態

度 ス ケ ール 点は
．N：と 父 の 栃 ／

，は 皇度が 後 テ ス トに お い て

か な り好 Lくし た が，統評的に は 化 まな差 は なし・一

　 （第皿部） ti｛」牋的J 画 テ ス トに お け る 6FEの 行励 の Tt！

とそ の 仁 vl 哩
一

後 テ ス トに お い て は 今乢 1杓目的追求

型 に 反 応 力 増大 し 日的放棄型や 口 的輯 奐些 は 反 応 が や や

減少 し た 。前 依 ∂ テ ス トを通 じ ， 合 埋 酌臣的逼求型 と 目

的鴛奐型は 反応数が もつ と も多 い 5

　　　 新 入学 児 童 の かな丈享習得 過 程 の 研 究

　　 i柘 出 入 学　tlm 二郎
・Oh 「1i疋 彦 ・小林 マ ユ ミ

　小学 1 彊）か な文字 占付 を 同
一被験 舌に

’
t ）い て 1 岡田

邸 月 調 査 した （都 市98名 ， 養村 109名）。 調査 5 赦な N ，

テ ス ト成 績 を ％ で 示す と 各群 の 習得 ［［［「線｝よ　＿　厂）衣 の 如 く

なる 。 各櫨 司・：）篶 は 下 の 如 し。特 に 者 し い L と は ， 4 月

の 習彳
一
をは 都 1「∫が ］．a　L・　・（c が大）が ， 5丿」以後 の lt昇率

は 逆に 農村が よ い （iが 大） ら しい
。
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〔  1 ） 100−（⊥0022 ）1

栫E1iC・ V 冖 1 ） 幼 臨 小 レ ） 影 終

Cに 対し
ので

る。 礁器綴： 韓 音 100−（100 ．

52）10−・07tJV
− 1） 1100−〔100 ．

−
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E…（…a4） ・・
一
… ・−1）森1エ00（110噌噛 100− ，＿10

．（− 7）〕 10 一・n 〔A 〜 − 1 ） 　

都「け〉農村〕 　
拍・ 読，濁 読…5 ％垂 　 　

　　　　 濁 。読… 1 ％庶，靴
。書…差な し

　〔読み〉靖き 丿 桁・農
，濁 ・都…

1
％

差 　

　　　 　 　 清 ・

都
…5 ％差，濁・壌…羞なし

　 〔消首〉 濁 日

〕　都・ 討 ， 都・＃， 農 ・飢，辰 く 彗 … 1 ％ら 　又

早 生れ と 遅 主 れに 大 ぎな 差 は な い。 1 Ω力臣け れ ば （ 低

れば） 文 筝 鍔 得 が よ い （ 悪い ） が ，逆 はい え ない 。

性検査との 相 関 は な い。兄 姉 の 行 在自 体

影デなく， 　 　　 　 　 英 単鷸 のド リ ルに関する 研
究

@　　　秉 京 大 学 　沢田慶埔

肥旧 野直 ・⊂）祖 保 詳 一 ・ 　　 　 　 福 鳥 大学 　 羽烏 博

　 今1 収 ）研 究
は

こ れ ま で継 続し て行な つ て 朱てい

教 科 教譱
に

関 す るもの の 一 つ であり ， 英品 教 育 に お

る半 語 面 O 諸 問 題 の一つを明 ら か に し よ う と す るも

で あ る 、 　生徒 が新らしく物 す る茸   設こ つ いて， ド リ

を 手 掛 と し て検討 し た 。新1 ． Mal を 前 もつ て2

の 方法 で ド リ ル を して お いて ， 後 か ら 3図， テス ト
を
行な

， ドリ ル を し な かつたクラスを合めて分耕した。 今 Il は公 ∠ ［ ’

w 梗〕3年生に 限 つ た が ，   ． i4 　 L ，
ft
を 単 独 で ド リ ノ

するμ ム と ， context の 中 に 入れて ド V ル する i』

  ﾆ で は ， 九去 ． L に は 1 刃 らかなギ は み ら 才 し な

つたz ドリル
方
法） 如 何 にか か わら ず ，ドリ

ル
を

し

た効君

，井 ドリ ル組と の Ptt． ．％ 以 ． 1 の 危 阪奪で 有意で あ つ

。   k 』 の广
｝
刷戈 紅 が L 仁ノ）訴 と F ’d ’ Jり弄 と に

いてみる 時 ， 1 位 の 者 に は つ き りした P ： が 破ジ よ

な．． J 合 にも ド 産の 舌 ， すな わ

ち　装不振児 とい あ れ る 者 につ い ては，ド リ

の効果が 剖 合 は つ きり と あらわ れ
て
来 る 。 　

　 　 　英 語 教
習

にお け る心理学 的 一考察 　　　 　 　東

都 港 区 r 城南 i ’ t ”

’校 　 岡田春生 　は じ め て k ’ を 教

ナ 社 会科の 教師が
（
対憩， 公 立 「卜 f 校 1 、 2 才 級， 2 ／ド 2 莞

， 188 宇 ） 従 来 の 方 法 にとら わ れず ・心「匡ト

「 丿
アノ卩

・・一
チを こころみた結 果，学 力が 上 昇し つ つある とい 丿 ギ

当 例 研 究
で
あり，尢ず個人差 Ol， Ftl 　1 ’ こ は，乗 拍 「 の 成

だけでなく素質 か ら ト正蟷 旨性 を み る こと に 一 i
@L ］し，　↑ 本タ 1嘘検査2 桓 類 と内 ll クレペ

リ

ソ 作 末険 査 を 併 川

： 翆 力白 1 わ 可 能
性 のあ

る 者 をと ら え，知肯 L 、 田．

@l 　l から とら え ら れn：1 “tT 勧振 児 にはレデ ィ

ス（灰 庭f冒・火、 旧へ
の既

成
丘 昆念） ム庭 環境 佼友 ） り

u を質 同 氏 法 によ り ift した。次には個 人 土 に よつて

分けた 1 ： 1 〆ドの グル ー凶・こ対 する指 辱L の 問題として，

下 仁 押は指 ゼ 困難である が ，従 来精 薄 児 視された生 征 で

焉C 教 師の無条件の受谷的1髭叟が あ れば，学力が中fm ， こ ま

辻す る こ と， 1 ［ 嚇租 一 対しては ， 教 科 的 仮 術よ り は 教

の 個性， IL4 　［ ．，i ， 人闘 関 係 が 大 きく 影饗するこ

，上 位4こは敏科 叔 術的 指 辱 ／」竃 重要 で あ るこ とが 明 ら

岳 な つ

。 ま た 1 一位 搾よ宝 往 の 学 習の ズけと り 方 を ， 感 覚二

． 戌 （；“［意 ） 型，   毘刑に分 け て特徴に 応 じ た 指 幕 を

ろみた。 　 監倫 と し て は ， 初 檄の英 　 教

j こおいては語学 力 だ け でな く，指 導 狡術 と人 1 亅開

が よ り 重 憂であ る こ と で あ る 。 　　 　 　 　 英

学 習 の レ ディネ ス （そ02 ） 　　 　　　 　　 　 名古1
’ 大学 　 ○ 塩 田芳久・増田末証 　 この研 ン と は   人Pf鴨レ デ ィ ネス

因の探 究  レ ディ ネ ス 年 齢 の 推 定，とい う 2 つ ｛）目 的 を

つ て な
さ

れ た e 最 初 の問 ｝diSlr ．．つ い て は r す

に 緑 1 （）．1用心 理 諺会 26回）したので， こ こ では 第 2 の門｝趣 に

い て 報 告す る 。 　 結li； 中 学 新 入 生 4 塁 級を文 」 象と

て ，2つ の 異

っ
た
指》 法 （ Oral とTraditional ） に よ る翼 霤
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把持テ ス トの

灰績が 合格水

巽．一　（カ・ り1’こ60

点」以 とと75、1鬣
以 上 の 2 つ の

水 D に 心 し

て い る もり の

各MA
’
t階 ノ

「∫

の 、−1［1看 を区 示

す る こ と もで

き る。　（略）

こ れ らか ら 英

　  F
口 こ，L 　xt

な お よ そ ） レ

ラ
：
1
イ ネ 7 　E−tdik

を郵 Lす る こ

と が で きる 、
こ 1 で ，と くに 注意すべ き点は ，指辱 1 の

条仆 を 紙視 し て レ デ ィ ネ ス の 日」扈 を云 々 す る こ と は 因貯

で ある と い うこ と で ある。
’

　　　　　　 申 学生 の 学習 興 味 （3 ）

　　　　　　　
一

縦断的研究
一…一

　　　　　　　　　　　 岐 阜大 宇 　　石 ハ、、／
彡 二

　兄童測 か ら FiL 「期 へ と，奥呀 ゐ 過 滋的な 時 1い 一あ る r．［r

学 誉．に つ い て，そ の 3 年 附 こ
”
f　

）

t　
IIL
味 ガ ど の よ うに 真．化

す るか，ま た ど の よ 5な原 因 で 変化す る か を岡香職 1し

て，興 1未変容
．
）全体機制 を 明 らか 、こ した い 。こ れ に つ い

て は ，従来多 く
一
般 に 陵断 的方 法 に よつ て 月査 研 究 され

て い るが ， こ こ で は ，縦断、」」方法に よ つ て ，従 哀つ 糾 果

1一再検付を 加えた い 。そ こ で 教幵学
．
コに 関 ダる 興未を，

lrv咽伽 1険者に つ い て 3 年聞継続調査 し，与域 ヒ活 の 己 録

及 び 辷想法 に よ る結果身 照 合 して 息 及 する。

　 工年か ら 3 年まで の 各凋査 に つ ぎrL味り 衵 との 和門を

調 べ る と， 積 極灼相関は ある が ， それ ほ ど 畜 くな い
。

こ

れ は 箕昧 の 交化 が あ る こ と を 示 すが そ の 麦化は 　 ノ， IJ的
な もの で あ る こ と は 少 な い ．男女元 は か な りみ られ る tt

個別酌 に み る と，生征の パ ー
ソナ リテ ィ と 致材

畠
内容，教

師 と の 人間関係，目的 の 認識 な ど の 丿小 ［ざ［が か らみ あ つ て

駄 阡好悪 に 影響 し て い る こ と が 明 らか と な つ ん

　　　　 小 学校低学年 の 教育課 程 に つ い て

　　　　　　 長野 県 豊 耳 西 小
’
？：iA　　和 　ll　 清

　幼 1；Jilこ Ptiす る 低学午 で は 教科別 カ リ キ
’
　．．．ラ ム は 不 屯

り で あ り，統一的根源的な稽遣 を もつ もの で な くて は な

らな い 。

　そ の 伝拠は，パ ーソ ナ リテ
ーの 梧達体 1「

．
rlが 素質白ゴ力動

的な相間 の 彪成や，角竜的意 ：罫勺な 住格の 面 を 見 るに ，
よ うや く深層 に お い て 自我領伐 が 彪成 され て 来 だ し て い

る こ と は 謁 め られ る が ，穴本的欲求 の 感
1

「IH 勺な乕Lく貶福 対

す る 反応 の 傾性や 素質由能力及 び 容量．う発達な ど か ら 見

て，パ ーソ ナ リ テ ーの 力学的構エ｝に お け る 中心 化 や 抵 亢

仁 の 体制や 可塑性の 面 は まだ 1 忍め られ な い し，領域閥 の

境界に は 硬 さが あ る 。 征つ て こ の 期 の 行動調 整の 結梅 は

依存的 で か つ もろ い もの で あ り，その 発託 課感 は 家 匪 か

ら友辻仲凹へ 進む こ と と，神経 や筋肉を練つ て の ワ ーク

をす る こ と で あ り，又お と なの もつ 棚 念や 技 術 の 雪〔域 へ

向お うと す る こ と で あ る 「

　 こ の よ うな発辻諜題を遂げ させ る 為の 教 育 課程は 生 活

終 吟 を中核 と した 統
一的 。根源的 な權造を もっ もの で な

くて は ならない
，

　 穴 学生 の 知能 と学業成績 【i関 す る 問題 （そ の 1 ）

　　　　　　　　　　　 山 ガ大 腔 　 村 　旧　　明

1　 見行大 弥一お げ る学 ケ 埼 兼成損 ［
qi定 ）困 離ド

齟

　 1 　ス ラ i ド法に つ い て

　 2　犀位数 （科 目数） と 科 冖がの 得点と の 比 重 に つ い

　 　 て

　 3　 本学部採用 の 方法 に つ い て
．
ff　 大 学 生 の 蝋 ぱ旨判 比 ‘こ つ い て

皿 　本学部学生 の 亘　逼 性検査，入 ∫ 試啖，大学卒 本 及

　び 就 駄 《 験に お け る 成績 の 関係 に つ い て

1　 「
ア

1和
．
）乍入 字者1一 つ い て

2　 阿　 女子
厂’
｝生 に つ い て

3 　「司　進装罫至
・1目疲査 と の 1乗聾系に つ い て

41 「
刀

禾［：×
／

ド 入 e］．替Fこつ L 
』
ぐ

5 「司 女 ∫
一
弖学生 こつ   ・一〔

学　級 ・幼 　児

学級 内に お け る 対 人 的 知 覚 の 研 究 （V ）

　　　　　　　 福 ）i大 学 　　大 橋 正 夫

　 L） 。oeq の 3 人か らな る社 会的易 に 含 ま れ る三 つ り

関係，すなわ ち Rl （p ぴ） q に 対す る愈、皮），　 R2（p の QL

対す る 態⊥の お よ び R
， （q の Q に 対す る I」1砿 の P に よ る

知鈷 ） は 押互 に 説定 し合 うもの と 考え られ る“．しか し徒

来 の われわれ の 研究 に お 1．　tて は，RIお よ びR2に よ つ て R3

が どの よ うに 規定され る か ， とい う面が 厚ら扱われた ．

わ れ わ れ の 叢 果と Heidcr の 仮説 の 喰 い 辻 う点の あつ た

一．一
つ の

1
∫　 ば こ こ に あ る と 思 われ る 、、そ こ で 本研究 で

は ，i．，t来 v ）よ うに q は o を ど う思 つ て い るだ ろ うか を p

に 質ね る 弋 りに ，被験 済 （小 学 校 6 辛 生 N こ対 し，個 人

的に q ・o を達 走 し，3R の 符号を 予 め 刺激 と し て 呈 示

し，もしそ れ カ あ夫 と異な る な らば 適当に
d
∫F す る こ と

を 求 め た。こ の よ うに し て 仁｝成 された 主観 的な布胃は 安

定 i「へ の 殱 い 傾 向 を もつ こ と が わ か つ た 。細 部 に お い て

は そ り 但 向は 従来 力 われ わ れ 呪）結 果と も Heiderの 仮説

と も異な る げれ ど，か な り一一貫 した法 則 科 が 見 ！され た 。

　　　　　　　 選 択 行 動 の 研 究 （1）

　　　　　一
友人 選 択 の 知 轡 に つ い て一

　　　　広 島 大 学 　酒 井 行雄 。○ 小 Jr卜 夫 ・倉盛一郎

　問題 ： （」〕Choice及 び Rejectic）n が学級集団リ メ ソ バ

ーと 教師か ら ど の 程度知 覚 され る か，C2）そ の 可視 性を 規

疋 す る 要 阿 は な に か ，を 究 明す る、，

　 研究方法 ：小 4 ，6 ， 中 2 ， 3 の 男女別 8 集団を 対急

e： Seciometric　 Ch 〔，ice と RejectiQn （3 名）を 凋 べ ，次

に そ の 推 測 を 生 徒枳互 及 び 教 師か ら求 め る。

　結早及 び考察 ：

　（1） 生徒 も教師 も Chance 以 上 に 知覚して い る。

　 C2｝ Choice の 方 が 生 徒 相互 で は 可 視 性大 で あ る．

　〔31 生徒 の J ・合 に は ，Choice 及 び Relecしion の Fi「〔位
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